















にわたる文化層序が確認され、I ～ VII 期の時期区
分が設定されている。



























31º55’00”N, 65º30’00”E (Possehl 1999:799)
【発掘調査年度】
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2　サイード・カラ・テペ遺跡　Said Kala Tepe
　ムンディガク遺跡近郊にあるこの遺跡では、発掘
調査の結果、I ～ VI 期からなる文化編年が設定さ
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31º38’00”N, 65º35’00”E (Possehl 1999: 817)
【発掘調査年度】
1951, 1971, 1972 (Shaﬀer 1978)
【参考文献】
（1）発掘報告書 (Excavation Report)
Shaﬀer, J.M. (1978a) Prehistoric Afghanistan. B.R. Publishing 
Corporation, New Delhi.
（2）その他の参考文献





F.R. Allchin and N. Hammond (eds.) The Archaeology 
of Afghanistan from Earliest Times to the Timurid Period. 




の遺跡では、試掘調査の結果、前 4 千年紀から前 3
千年紀にかけての遺跡であることが確認され、I 期：
前 4 千年紀、II 期：前 3000 ～前 2000 年、III 期：前
2000 年頃、IV 期：前 2000 年以降からなる文化編年
が設定されている。ただし、ムンディガク遺跡やバ
ローチスターン高原の遺跡に照らし合わせれば、II
期は前 3 千年紀前葉、III・IV 期は前 3 千年期後半
に位置づけられよう。
【発掘調査機関】
Louis Dupree (The American Museum of Natural History/
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Shaffer, J.M. (1978b) “The Later Prehistoric Periods”, in 
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37º18’00”N; 69º30’00”E (Possehl 1999: 822).
【発掘調査年度】
1976, 1977, 1978, 1979
【参考文献】
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